
 6-57

6.9.4 防塵処理 

砂利道（一般砂利道、 特殊砂利道）における砂利飛散、粉塵、収穫作物の運搬中の荷傷み等によ

り一般畑作物、 野菜等に及ぼす被害を防止するために、路面を瀝青材により処理する工法をいう。

1)適用範囲と条件                      

 地域における道路網体系を総合的に考慮し、次の条件を満たす路線に適用する。 

① 当面舗装計画を有しない路線を対象とする。 

② 農道設計指針に基づく砂利道としての機能をもち、路面処理の必要がある路線について適用

する。 

③ 交通量が少ない支線的性格の路線であり、構造及び耐用年数に見合う交通量であること。ま

た凍結融解期に大型車が少ないこと。 

④ 工法の性格上、経年変化における路面の破損は避けられないため砂利道及び路面処理のもつ

機能が保てる維持管理が出来ること。 

⑤ 完全な除雪がおこなわれない路線、又は凍上の現象がみられない路線であること。 

 

 

2)適用工法 

設計する工法は次の三工法を標準とする。 

 

① アーマーコー卜三層式標準型工法（略して「アーマーコートタイプ」とも云う） 

② アーマーコート三層式改良型工法（略してアーマーコー卜改良タイプ」とも云う） 

③ 加熱混合型工法（アスファルト混合物）（略して「合材タイプ」とも云う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6-58

3)構造 

①概 況 

支持路盤を補強する工法としてセメント、アスファルト乳剤安定処理工法を用いることとする。 

 表層はアーマーコート又はアスファルト混合物を用いる設計とする。 

 なお、標準的な構造を図-6.9.2 に示す。 

 

  

図-6.9.2 標準構造図 

②表 層 

表層は砂利飛散、粉塵を防止し、快適な走行を可能とする路面を確保するとともに雨水を下層

に浸透するのを防ぐ機能を有したものである。 

表層には大別するとアスファルト乳剤ＰＫ－1 と骨材を互層に散布、転圧したアーマーコ一ト

タイプと密粒度アスコン等の加熱混合物を敷設する加熱混合タイプとがある。アーマーコートタ

イプは骨材に砕石を用いる標準型とブラックチップ、ブラックサンドを用いる改良型の２工法に

区分される。加熱混合型の表層に用いられる材料は数種みられるが密粒度アスコン、密粒度ギャ

ップアスコンを標準とする。表層の工法は現場の諸条件に合致し経済的な工法を選定する。 

 

③路 盤 

路盤上層の一部をセメントアスファルト乳剤安定処理工法により支持路盤を補強する。 

特殊砂利道の路面処理については路盤層が一般砂利道に比して薄いものとなっているため、冬期

間の積雪が年によって変動がある場合、あるいは、春先きに大型交通車の通行が予想出来る場合

等は表層の安定から路盤厚を増し一般砂利道に準じた構造にすることが望ましい。 

（注）特殊砂利道とは冬期利用しない道路をいう。 

(密粒度アスコン or 密粒度ギャップ)
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4)工法の選定 

工法の選定に当たっては各工法の特性を理解し市町村等の維持管理体制と現場の実態を十分考慮

の上、最適工法を選定するものとする。 

各工法の特性は表-6.9.5 のとおりである。 

 

表-6.9.5 防塵処理工法一覧 
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5)附帯施設 

①排水施設 

路面処理した事で道路施設の安定を欠くおそれがある場合は必要に応じて、導水縁石、雨水桝、

グレーチング等の排水施設を設置することができる。 

 

②区画線 

加熱混合型については、交通安全対策上必要と思われる場合は区画線を設けるものとする。 

 

③取付道路 

本線の路面処理を保護するために市町村道等との取付を次のとおり扱う。 

 

a)市町村道との取付 

 5m 程度延長方向に路面処理を行う。 

b)耕作道、私道等の取付 

 本線の造成幅程度を路面処理を行う。 

 

 

6)施 工 

 

標準的な施工手順を図-6.9.3、 図-6.9.4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.9.3 セメント、アスファルト乳剤安定処理施工手順 
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図-6.9.4 アーマーコート施工手順 

 

7)維持管理方法 

路面処理の維持管理の概要を示す。 

路面処理は農道設計指針で示す舗装と異なり比較的簡易な処理であるため、道路破損の早急かつ適

切な維持補修が必要である。これにより、耐用年数も伸び、卜ータルコストの低減に結びつく。 

 

①維持補修計画 

・破損が散在………………………一部分補修；日常管理 

・破損が区間に集中………………区間補修；区間補修計画 

・破損が路線全体に及ぶ…………全面補修；全面補修計画 

 

②維持補修方法の基本 

表-6.9.6 維持修繕方法 
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8)その他 

①調査 

路面処理工法を適用する路線は、砂利道としての機能と構造の安定が求められることから次の事

項について調査する。     

a)路盤厚の確認を行い不足であれば補足砂利で対処する。 

b)在来路盤の粒度分布を測定する。 

c)在来路盤の液性限界試験や塑性限界試験を行い塑性指数を算定し適、不適を判断する。 

不適の場合は材料の入れ替えもしくは新材料との混合する等対策を講ずる必要がある。 

 

②設計 

a)配合設計について 

ＣＡＥ一軸圧縮試験により配合設計を行うものとするが、骨材の採取地が変わりうる場合は、

過年度の実績値を参考に決定することができる。また、実績値がない場合は従来用いられた設計

密度 2.00t/m2、乳剤添加率 5％、セメント添加率 3％を用いてもよい。 

 

b)施工幅（Ｂ） 

・混合幅（Ｂ） 

  Ｂ＝車道幅員＋Ａ 

      Ａ：50×2－4×2＝92cm  

 

 

・表面処理幅 

  路盤上幅とする。 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.9.5 セメント乳剤安定処理及び表層の施工範囲詳細図 

 

③路盤の勾配修正 

a)砂利道として整備済みの場合 

 路面を 2％とするために補足砂利で補正する。 

 

b)新規砂利道を路面処理として整備する場合 

 路床上面及び路面を各々2％とする。 

 

 



 6-63

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6.9.6 土工定規図（参考例） 
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9)質疑応答 
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